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本日の構成 
１．研究の背景 
２．日本の食料生産（コメ） 
３．世界の食料生産（主要作物） 

当研究所公式キャラクター 
｢のう･かん･けん｣ 







（目的）2050年頃を中心とした、日本と世界の主要作物生
産に対する気候変動の影響を示す。 
 
 

本研究の目的、方法と特徴 
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（特徴） 
→気候シナリオ作成から作物モデル予測・適応策までの一体化 
→今世紀半ば（2050s）までと今世紀末2090sの予測 
＋短期的、または既に起こっている問題への対応 
 

（方法）  
・気候変動とその適応技術に対応する日本全国および世界スケー
ルでの食料生産量予測モデルを開発 
・IPCC に準拠したシナリオに基づくマルチスケールの影響評価や
極端現象の多発も視野に入れた脆弱性の評価 





２．日本の食料生産（コメの生産量と品質） 



将来のコメ収量は、全国的にはやや増加する、が 

（ポイント）コメ収量はCO2増加による光合成促進と冷害の減少により、
2050年代まではやや増加するが、登熟期が真夏の高温と重なる。 

単一気候シナリオで予測された全国平均
のコメ収量と高温リスク指標別割合 

 ◎高温リスク指標 
－IshigookaのHD_m26 
登熟期間前半（出穂後20日間）の 
Heat dose (∑(Tm-26))  
> 20(℃・day) : 品質低下の可能性 
> 40(℃・day) : 深刻な品質低下の可能性 

＊現状、コメ外観品質（一等米など）
のプロセス予測モデルは開発途上で
あり、温度指標により代表させる 

緑＋黄 
≒品質確保 
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３．世界の食料生産 
（温暖化、大規模不作とエルニーニョ影響） 











2050年の食料生産の見通し 
 

○日本のコメ 
 ・収量は現状維持できる可能性があるが、 
 高温による品質低下のリスクが増す。 
→真夏の酷暑を避ける移植日の移動で適応できる場合 
 もあるが、品種改良も急ピッチで進められている。 
 

○世界の主要穀物 
・穀物収量の伸びが、この頃に頭打ちになる。 
・主要輸出国で、同時不作が起こる可能性が高まる 
・数年スケールのエルニーニョ現象も、オーストラリアのコムギを 
  減収させるほか、作物・地域別に異なる影響を与える 
 



ありがとうございました 


